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成分名 メチルロザニリン塩化物 

英 名 Methylrosanilinium Chloride 

CAS No. 548-62-9 

収載公定書 日局   EP  USP 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/548-62-9  

 

投与経路 用途 

一般外用剤  着色剤 

 

以下については該当文献なし 

１．単回投与毒性 

２．反復投与毒性 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

５．生殖発生毒性  

 

６．局所刺激性 

塩化メチルロザニリンの皮膚，粘膜に対する作用の検討には，３グループのハートレー系モルモッ

トを用いて，0.1 及び 0.01％塩化メチルロザニリン軟膏，親水ポロイドを剃毛した皮膚，鼻腔に１日

１回２週間継続塗布し光学顕微鏡下に観察したが，傷害性は認められなかった 1）。 

 

７．その他の毒性 

該当文献なし 

８．ヒトにおける知見 

該当文献なし  
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